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研究成果の概要（和文）：博物館収蔵資料のうち、実物である一次資料に対して、写真、図面などの二次資料が
出版物などに使用されたものを三次資料と概念化し、地域アイデンティティ形成などへ寄与する状況を検討する
ことを目的に、大衆消費文化の典型として商業出版物マンガの中に登場する考古資料を集成した。合わせて学校
教育における社会科や芸術の教科書、歴史書や美術書などの商業出版物に使用された考古資料を集成した。
結果、戦後に考古資料は歴史記述の標本として重視されるが、それに平行してあるいは戦前から原始美術として
商業出版物に用いられていた。それらがマンガなどに描かれ、日本あるいは各地域のアイデンティティ形成など
へ寄与した状況を把握した。

研究成果の概要（英文）：This study examines the way museum collection  materials contribute to the 
formation of social identity. For that purpose, I created the database that records publications on 
which pictures of archeological materials in museum collection materials are posted. Publications 
recorded in the database include Japanese manga books, school textbooks for Japanese history and 
art, history books, art books etc. 
After the second World War, archaeological materials were useful as specimens describing the history
 in Japan. In parallel therewith or before the Second World War archaeological materials have been 
published in commercial publication as primitive art.　Then archaeological materials in Japanese 
manga books are drawn based on photographs published in commercial publications such as art books 
etc.  I think archaeological materials in  Japanese manga books and  commercial publications such as
 art books etc contributed to the formation of social identity in Japan or each Japanese region.

研究分野：考古学

キーワード： 博物館収蔵資料　考古資料　マンガ　教科書　歴史書　美術書　波及効果　社会的アイデンティティ

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

博物館に所属する研究員として、埋蔵文化

財の中でも特に出土品（考古資料）を取り扱

ってきた。いわゆる考古資料を対象にした研

究における海外研究者との議論の中で、考古

学的な研究課題とは別に、日本の博物館収蔵

資料について、国内外で評価に違いがある印

象を受けた。国内外における博物館収蔵資料

の評価の違いは、これまでにも指摘されてき

た。事実、海外からの発信によって、日本国

内で再評価された博物館収蔵資料は数多い。

近年「クール・ジャパン」と呼ばれ、評価さ

れる独特な発展を遂げたいくつかの日本文

化は、国内外における評価の差異に由来する。 

日本国内における地方自治体が設置する

公立博物館は、地域アイデンティティ形成に

寄与することを設置条例に定められている

場合が多い。しかしながら、それは博物館の

有する機能、すなわち資料の収集保管、調査

研究、展示公開、教育普及という多様な活動

の総体として理解され、地域アイデンティテ

ィ形成への寄与を具体的に評価する手法は

開発されていない。 

地方自治体が設置する公立博物館では、そ

の地域アイデンティティ形成への寄与を具

体的に評価する手法の開発が要請されてい

るにも関わらず、適合的な研究がほとんどな

い状況である。 

 
２．研究の目的 

本研究は、博物館収蔵資料の中でも特に考

古資料について、国内外で生じている博物館

収蔵資料に関する評価の差異を利用し、地域

アイデンティティ形成への寄与等波及効果

を具体的に評価する手法を検討することを

目的にする。 

 
３．研究の方法 

博物館収蔵資料は、実物の一次資料と、複

製、写真、図面などの二次資料に分類される

ことが一般的である。二次資料は一次資料の

派生物であり、二次資料の多寡は一次資料の

研究履歴ともいえる。従来の博物館学資料論

では、実際に博物館に収蔵され得る資料とし

て、一次資料と二次資料の取り扱いを理論化

してきた。 

 本研究では、それに加えて二次資料の利用

頻度、すなわち博物館の提供した写真や図を

用いた印刷刊行物その他の派生製作媒体を

博物館三次資料と概念化し、その利用件数を

指標として、地域アイデンティティ形成への

寄与度を測定することを目指した。 

そのために海外で評価された媒体を加え

ることで、国内外における評価の差異を明ら

かにする。海外での評価は、日本国内からみ

れば実物資料の海外流出の要因となり、国外

博物館による収集・展示という活動に現れる。

それを掲載した印刷刊行物その他の媒体を

把握することは、その流出件数の把握にも寄

与する。 

近年、海外で「クール・ジャパン」の典型

のひとつに評価されながら、日本国内ではポ

ップカルチャーあるいはサブカルチャーと

称され、博物館収蔵資料およびその研究成果

の波及効果とみなされていなかった各種の

媒体、特にマンガの中の模写などに利用され

る考古資料のあり方を集成することで、博物

館収蔵資料活用の波及効果を検討する基礎

情報を構築する。 

 

４．研究成果 

事例研究として、博物館収蔵資料のうち、

考古資料を取り上げた。特に研究代表者が所

属する地域の公立博物館で取り扱っている縄

文土器の中で「火焔土器」の通称をもつ資料

群を主な対象に選定した。 

近年、海外で「クール・ジャパン」の典型

のひとつに評価されながら、日本国内ではポ

ップカルチャーあるいはサブカルチャーと称

され、博物館収蔵資料およびその研究成果の

波及効果とみなされていなかった各種の媒体

の中でも、特にマンガの中の模写などに利用

された事例を集成した。マンガは大衆消費文

化として、印刷によって複製された商業出版

物は大量に流通し、考古資料の周知に寄与し



たことを推定する基礎情報になる。 

また、マンガの対比として、同じように印

刷によって大量に複製され流通する学校教育

における戦後の日本の検定教科書（社会科お

よび図画工作・美術および芸術）に登場する

考古資料の写真掲載事例を集成した。とくに

義務教育の小学校・中学校で使用される検定

教科書は、戦後の学校教育で多くの人びとの

目に触れる機会を提供し、考古資料の周知に

大きな影響があったと考えられる。 

あわせて商業出版物について関連書、特 

に歴史書や美術書における考古資料の写真掲

載事例を集、成した。博物館収蔵の一次資料

の多くは、標本として1点1点に固有の意義が

あり、展示等の手段で公開することで、それ

らの資料の有する意義をひろく周知されるが、

資料保存の都合等で公開を制限せざるを得ず、

その代替としての出版物などで、二次資料の

ひとつである写真の果たす役割は極めて大き

いと理解できる。 

これらの事例修正を照合したところ、マン

ガ等の大衆消費文化を構成する複製出版物に

図像化された博物館収蔵資料は、博物館の展

示を介して標本の実物をスケッチしたものは

ほとんどなく、美術書等の商業出版物に掲載

れた二次資料を介していることをデータベー

スの構築を通して整理した。模写した参照図

譜を推定できなかった作品については、作者

への取材を行ったが、詳らかにできなかった。 

なお、考古資料がマンガに描かれるように

なるには、1970年代後半、日本の商業出版物

の中でマンガが一定の地位を占めた後にあた

る。戦後に発展したマンガを制作した作家の

中では、水木しげる、手塚治虫、松本零士な

どがその担い手となり、諸星大二郎や星野宣

之などがそれに続く。1970年代後半には中東

戦争やオイルショックなどの社会世相を反映

したオカルトブームを背景とした少年向けの

物語に考古資料が登場する傾向がある。その

後のマンガ作品でも、引き続き考古資料が描

かれる場面はあるが、取扱いが異なり、物語

の舞台装置としての博物館、あるいは考古学

を説明する素材に変化する。 

現在、考古資料は戦後に日本史を記述する

標本の役割を担っているが、それに平行する

かたちで戦前から原始美術として商業出版物

に取り上げられ、考古資料の周知化に寄与し

たことも関連して推測された。その波及効果

として、美術作品として海外の博物館に収蔵

されている考古資料がある。海外で出版され

た美術の商業出版物には、海外の博物館収蔵

の日本出土の考古資料が掲載されており、そ

れ自体の周知のみならず、日本への理解に寄

与する波及効果が想定される。 

考古資料に限ってみれば、日本史を記述す

る標本以上に、美術作品としての評価とそれ

に関わる美術史研究の文脈で、具体的に取り

上げられた考古資料1点1点の追跡が今後重要

な課題として提起された。 

博物館収蔵資料活用と波及効果の事例とし

て、本研究の具体的な対象として特に注目し

た「火焔土器」は、1964年（昭和39年）の東

京オリンピック開催決定にあたって、聖火台

のデザインに「火焔土器」を採用する働きか

けを小説家松岡譲が行った。1964年（昭和39

年）の東京オリンピックでは採用に至らず、

同年の新潟国体の炬火台のデザインに採用さ

れ、現在の新潟市陸上競技場に残されている。

それは博物館収蔵資料を利用した三次資料と

して、新潟県の地域アイデンティティ形成に

寄与し続けている。信濃川火焔街道連携協議

会（新潟市、三条市、長岡市、魚沼市、十日

町市、津南町）が2020年の東京オリンピック・

パラリンピックの聖火台に「火焔土器」のデ

ザイン採用を推す活動は、それを追認し、拡

大する動きと評価できる。 

また「火焔土器」のニックネームを付けた

縄文土器の出土した馬高遺跡の所在する長岡

市では、1964年（昭和39年）に「火焔土器」

を商標登録し、使用に関する条例を制定して



いる。近年、各地の公立博物館などが文化財

の商標登録をする動きがあるが、その初例で

あり、博物館収蔵資料を活用した三次資料化

を制御する試みといえる。長岡市はマンホー

ルの蓋のデザインに「火焔土器」を採用して

おり、博物館収蔵資料の三次資料化とその波

及効果を企図している。近年、日本各地のマ

ンホールの蓋のデザインに国内外から注目が

集まっており、その先見性を評価されよう。 

博物館収蔵資料について、実物そのものの

一次資料、実物を撮影した写真などの二次資

料の利用は、文化財を観光資源とする経済的

な波及効果が期待されている。それ以上に、

博物館収蔵資料に基づいて制作されるマンガ

そのほか、炬火台やマンホール蓋のデザイン

に応用したような三次資料は、地域アイデン

ティティ形成に寄与するとともに、観光資源

を創出するという経済的な波及効果をもたら

す可能性があり、その起点となる資料を収蔵

する博物館、および博物館収蔵資料を研究対

象とする考古学研究の成果発信の重要性を裏

付けるものと評価できる。 
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